
その役割と目指すもの



全日本ろうあ連盟、全国手話通訳問題研究会、日本手話通訳士協会の
3団体によって、2002（平成14）年に設立

「手話の拠
点」として
期待！

三団体から

社会福祉法人全国手話研修センターとは



全国手話研修センターの場所

JR嵯峨野(山陰線) 嵯峨嵐山駅南口下車徒歩30秒
京福嵐山本線 嵐電嵯峨駅下車徒歩4分

コミュニティ嵯峨野<ホテルビナリオ嵯峨嵐山> 2F



全国手話研修センター沿革①
年 月 事 項

2000年 3団体が「手話研修所（仮称）基本計画」を策定
手話通訳者養成担当講師連続講座の開始

2001年8月 京都市上京区の繊維会館で事務所を構える

2001年 手話通訳者・士現任研修を民間団体から受託し事業開始
手話通訳者全国統一試験の開始

2002年1月 社会福祉法人の認可を受け、全国手話研修センターが発足

2003年4月 京都府よりコミュニティ嵯峨野譲渡

2003年8月 第1回京都さがの手話まつり開催

2003年9月 コミュニティ嵯峨野リニューアルオープン

2004年 手話奉仕員・手話通訳者養成改訂テキスト発行
さがの映像祭の開始

2005年 手話通訳指導者養成研修・国語研修の開始
全国手話研修センターボランティアグループ「手話メイト」設立

2006年 日本手話研究所を全日本ろうあ連盟から移管
全国手話検定試験の開始



全国手話研修センター沿革②
年 月 事 項

2007年 厚生労働省委託事業として手話通訳者・士現任研修の開始
聾学校等教職員手話研修の開始
聴覚障害者関係施設等職員研修の開始
全国手話検定試験事業に対し、一ツ橋綜合財団から助成開始

2008年 厚生労働省委託事業として手話奉仕員・通訳者養成担当講師連続講座を開始

2009年4月 「就労支援センターとも」（就労継続支援A型事業所）開所

2011年6月 『新 日本語-手話辞典』発行

2012年10月 3団体により全国手話研修センター後援会が発足

2013年 講師リーダー養成研修会の開始
施設事業をI&F株式会社に委託

2014年1月 手話奉仕員・手話通訳（Ⅰ・Ⅱ）の養成テキスト・指導書発行

2014年3月 「相談支援事業所とも」開設

2014年4月 「亀岡市生活相談支援センター」開所

2015年4月 手話総合資料室開設



全国手話研修センター沿革③
年 月 事 項

2017年1月 手話通訳者養成テキスト・指導書『手話通訳Ⅲ』発行

2018年 パンフレット『手話ってなんだろう？』『手話通訳ってどんな仕事』発行

2019年4月 龍谷大学と連携し、厚生労働省委託事業として「若年層の手話通訳者養成モデ
ル事業」の開始
三菱財団の助成事業として「こども手話検定創設事業」(Let’s 手話! for キッズ)

を開始

2020年 登録手話通訳者在宅WEB研修の開始

2020年12月 『手話通訳者養成のための講義テキスト』改訂版発行

2021年3月 インターネットで受験する全国手話検定試験の開始

2021年4月 厚生労働省委託事業として「手話奉仕員および手話通訳者養成事業の現状把握
と課題整理事業」の実施

2022年9月 日本手話研究所を手話言語研究所に改称



◆全国手話研修センターは、

主に手話の普及、標準手話の確定、

手話通訳者の養成等を行っている機関である

（詳しくは次ページ以降）

◆主に聴覚障害者の言語である手話を使い、

聴覚障害者と共生できる社会づくりを

目指している

全国手話研修センターの役割



全国手話研修センターの事業
❸手話研究・保存・造語事業

新しい手話の創作、外国手話の研究 など

❹手話普及関連事業

京都さがの手話まつり、さがの映像祭、施設

見学など

❺手話総合資料室の運営事業

公益財団法人一ツ橋綜合財団と後援会からの

助成金で運営している

❻障害福祉サービス事業

就労支援センターとも(就労継続支援A型事業所)

労働を通じて、一般就労や就労継続に必要な体力、

精神力、能力の向上を目指す

❶人材養成事業
講師養成連続講座、講師リーダー養成研修会、
手話通訳者・士の現任研修、各種職員研修、
若年層手話通訳者養成、在宅WEB研修、
手話テキスト・教材作成

❷手話試験事業
手話通訳者全国統一試験、全国手話検定試験、
WEB学習教材

❼亀岡市生活困窮者自立支援事業
亀岡市生活相談支援センター
生活にお困りの方の相談に応じ、必要な支援
を行う

手話通訳
事業

社会貢献
事業

障害福祉
サービス
事業



❶人材養成事業
講師養成連続講座、講師リーダー養成研修会、手話通訳者・士の現任研修、

各種職員研修、若年層手話通訳者養成、在宅WEB研修、手話テキスト・教材作成



❷手話試験事業
全国手話検定試験、手話通訳者全国統一試験

全国手話検定試験は、手話でコミュニケーションできる力を評価



❷手話試験事業
WEB学習教材（2種類）

小学生対象のオンライン学習
習得度がわかる試験付き



❸手話研究・保存・造語事業
新しい手話の創作、外国手話の研究 など

全国９班で標準手話確定普及のため、新し
い手話表現を作り出している。
また、日本手話の海外への紹介・国際比較、
手話教育の検討を行う。

代表監修に『新しい手話』シリーズ、
出版には『手話・言語・コミュニケーショ
ン』のシリーズを手掛けている。

手話言語研究所



❹手話普及関連事業
京都さがの手話まつり、さがの映像祭、施設見学案内など

手話と
研修センターの
建物案内♪



❺手話総合資料室の運営事業
公益社団法人一ツ橋綜合財団と後援会からの助成金で運営しています

ろうあ者が歩んできた道
のりを実感してもらえる
ように、将来は、日本の
手話やろう教育、ろう運

動に関する国際的な資
料館に発展させることを
目指しています。

資料はすべてスキャン
していますので、HPで
いつでもご覧いただく
ことができます。
https://jisls.jp/shiryo/

https://jisls.jp/shiryo/


❻障害福祉サービス事業
就労支援センターとも(就労継続支援A型事業所)

ここでの仕事を通して、一般
就労できる精神力や体力をつ
け、企業就職できるように支
援していきます

相談支援

・コミュニティ嵯峨野での清掃
・レストランでの洗い場

・公共施設の清掃

・府庁や役所での清掃業務

・書籍の管理・発送

聴覚だけでなく
様々な障害のある人たちと

一緒に働いています



生活にお困りの方が気軽に相談いただける窓口を開設しています。センターが中心となり、関係
機関と連携して相談に応じ、相談者の状況や意向に応じて支援を行います。

収入がなく生活が
できない

病気になってこれからの
治療や生活が不安

引きこもりの
子どもの将来が

心配

求職活動がうまく
いかない

❼亀岡市生活困窮者自立支援事業
亀岡市生活相談支援センター



2011（平成23）年2月25日
秋篠宮妃殿下に

ご視察いただきました

2012（平成24）年には
バリアフリー・ユニバーサルデザインで

表彰されました



◆全国手話研修センター安定運営のための支援

・言語としての手話の確立と国民への定着

・人材育成による聴覚障害者支援の向上

・手話通訳制度の全国均一化と制度の充実

◆全国手話研修センター支援を主流として、

日本の聴覚障害者支援の社会資源設立への支援

◆手話総合資料室の継続、拡充および発展

将来は歴史資料館を建設し、ろうあ者の歴史資料を展示

ろうあ者の生きた証を社会に発信することを目標とする

後援会の役割と今後の将来の在り方および方向性



後援会の活動（2012年発足）

◆後援会の体制（会長1名、副会長2名、事務局長1名、運営委員41名、事務職員1名）

◆後援会事務局は全国手話研修センター内に構えています。

©山本おさむ

◦手話および手話通訳の大切さや意義を広げる

◦手話研修センターの事業を支える活動

◦手話総合資料室の運営の協力

◦手話研修センターに対する財政的支援

◦後援会ニュースの発行



後援会は、手話の大切さや意義を広げ、
手話や通訳に関わる多くの人たちのための
事業を推進する拠点として、全国手話研修
センターが発展できるよう応援をしています。

全国各地で、手話研修センターの役割や事業を知る
学習会の開催も行っています。

あなたも、是非、
手話研修センターの
応援団の一員に。

手話は言語！
「手話言語法(仮)」制定への
活動や取り組みを応援します

会費（毎年３月末締め）

１口 1,０００円


	スライド 1: 社会福祉法人 　　全国手話研修センター
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 全国手話研修センター沿革①
	スライド 5: 全国手話研修センター沿革②
	スライド 6: 全国手話研修センター沿革③
	スライド 7
	スライド 8: 全国手話研修センターの事業
	スライド 9:  ❶人材養成事業     講師養成連続講座、講師リーダー養成研修会、手話通訳者・士の現任研修、 　    各種職員研修、若年層手話通訳者養成、在宅WEB研修、手話テキスト・教材作成 
	スライド 10: ❷手話試験事業 　全国手話検定試験、手話通訳者全国統一試験 
	スライド 11: ❷手話試験事業 　WEB学習教材（2種類）
	スライド 12:    ❸手話研究・保存・造語事業    新しい手話の創作、外国手話の研究　など   
	スライド 13:  ❹手話普及関連事業 　京都さがの手話まつり、さがの映像祭、施設見学案内など   
	スライド 14: ❺手話総合資料室の運営事業 　公益社団法人一ツ橋綜合財団と後援会からの助成金で運営しています
	スライド 15: ❻障害福祉サービス事業  就労支援センターとも(就労継続支援A型事業所) 
	スライド 16
	スライド 17: 2011（平成23）年2月25日 秋篠宮妃殿下に ご視察いただきました
	スライド 18
	スライド 19: 後援会の活動（2012年発足） 
	スライド 20

